
地域の互助で行う松戸モデル 
グリーンスローモビリティ地域推進事業公募説明会

松戸市は、今秋を目途に地域での買い物や 

グループ活動、イベントなどさまざまな活動に

活用できる「グリーンスローモビリティ（以下

「グリスロ」という）」を導入する地域等を募集

するための説明会を実施します。 

松戸市では、地域の運行を地域の協力を得な

がら互助で担う、無償・無料で道路運送法上の

登録・許可不要の「松戸モデル」として行います。 

グリスロの導入により、人と人がつながるコミュニケーションツールとして期待で

きるものであり、地域の方々の社会参加を促進することで、地域コミュニティの活性

化や自立支援にもつながります。 

●公募説明会
日時 令和４年７月７日（木）１４時～１６時 ※開場１３時４５分 

会場 ①松戸市役所議会棟３階特別委員会室  ②オンライン（Zoom）

定員 ①９０人 ②３００人

申込 電話・FAX、Eメールのいずれかで松戸市地域包括ケア推進課地域支援担当室へ 

☎０４７－７０２－３６５２ FAX０４７－３６６－７７４８

E-mail mckaigoyobou@city.matsudo.chiba.jp

●公募区分および実施方法等

公募区分 ①導入地域 ➁実証調査 ➂協賛企業

実施方法 
及び内容

通年で運行する 

（更新可） 

４週間運行し、可能性

を検証する

グリスロ車体広告、 

グリスロ関連の資材の

提供、寄付など

選考方法 公募（２地域） 公募で順次実施 公募で順次受付 

車両選考 導入地域と協議し決定 

運転講習会 受講必須 受講必須 

実施時期 令和４年 10 月下旬 令和４年 9月中旬 

松 戸 市 報 道 資 料

令 和 ４ 年 ７ 月 １ 日

実証調査で使用する車両「タジマ製 NAO-6J」
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●その他実施を予定している事項
①ソーラパネルによる給電機能（災害時対応）

②LINE アプリによる車両の位置情報等の提供

③車体のラッピング

④グリスロの導入効果を測定するための調査

●今後のスケジュール（予定）

●実証調査で使用する車両
「タジマ製 NAO-6J」の動画はこちら →

【本件に関する問い合わせ先】 
〒２７１－８５８８  千葉県松戸市根本３８７－５ 

松戸市福祉長寿部グリーンスローモビリティ担当

松戸市福祉長寿部地域包括ケア推進課

☎０４７－７０２－３６５２ ＦＡＸ０４７－３６６－７７４８

✉ mckaigoyobou@city.matsudo.chiba.jp

令和 4 年 

7 月 7 日㈭ 

令和 4 年 

7 月 19 日㈫ 

令和 4 年 

7 月下旬 

令和 4 年 

8 月下旬 

令和 4 年 

9 月中旬 

令和 4 年 

10 月中旬 
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具体的な取組内容

令和元年及び3年、地域が考え地域が運営することを前提に、利用料無料で、無償ボランティアを運

転手としたスキームによる実証調査を実施した。

運営者である自治会が中心となって、地域の企業等の協力も得て地域の巡回、買物、駅、グラウンド

ゴルフなどへの移動に活用されている。

事業効果

運営者、運転手、利用者の全てが地域の人々であることから、小さな移動手段という効果にとどまらず、

地域のコミュニケーションツールとしても効果があった。特に、後期高齢者の買物などへの利用が多く、

行動範囲が拡大するとともに、利用中にコミュニケーションが活発になった人が7割以上であったとい

う。

そのほか、数年間外出を控えていた人がグリーンスローモビリティに乗って地域へと外出したり、イ

ベントの際に、子供たちの送迎に利用したりするなど活用の場が拡大している。

今後の展開

本格実施に向け、新たに実証調査地域を拡大できるように自治会を始め関係機関間で調整が進められ

ている。行政としても、安全性を確保するための走行ルートの選定など、地域で主体的に運営していく

ための様々な支援を行っていく必要があるとしている。

！TOP
IC
S

ト ピ ッ ク ス

グリーンスローモビリティの取組事例①

～高齢者の社会参加による介護予防、高齢者の活躍する機会の創出～

事業の目的・概要

千葉県松戸市では、地域内の地形の高低差等の特性や公共交通の不足により、高齢者は日常的な買物、通

院を含め社会参加するための移動に苦慮している。また、外出等の社会参加が減少するとフレイル（虚弱）

が懸念され、高齢者はこれまで培ってきた知識・技術等があっても、それを活かす機会と場を失ってしまう。

そこで、高齢者の社会参加を促進するとともに、地域の活性化、カーボンニュートラルの実現、SDGs の

達成に向け、公共交通の狭間に用いる地域内の小さな移動方法として、高齢者でも安心して利用しやすいグ

リーンスローモビリティ（低速の電気自動車を利用した地域による移動サービス）を活用することとした。

【グリーンスローモビリティの運行の様子】
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